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276 灼熱の太陽が4個も見える話 天界勧
一　一一一m鮮かなこともある．コけは水滴の雲に多く現はれる・tれは’kと鋤光線の
廻折作用による現象で論の外側が紅色を呈する・闇雲・高積雲の亥昧騒
の雲では，往々全圓をなさす，その一・部分のみを現はすことが多い．
ビシ・ッ捌B・・h・P’・Ri・g）中冨脚光輪で・醒が10酒ぐらゐ・外飾・20慶
もあるので，熾間違へら悩が・外側が紅色の爲耀別が出來る・これ噸
暦に出來るものではなく，細かい火山衣が室中高く噴き上げられたために生じ
るもので，日光の廻折現象である．1883年八月クラカトア火山の大爆獲の際と
の現象をハワイのビシ．ップが焚表したので，～二の名が出た．（r讃費新聞」よb）
易の龍と廣東の天罷
後　藤　朝　太　郎
　支那に於ける寵の起原は先づ文字の上から考へると，その3代に於ける龍は
正しく音符の「竜」と肉の字の象形とそれとその右書のものから組立てられて
みるのである．段単解甲獣骨のト鄙の上にも見出さるsが・その形は足のある
4種のreaSffとして老へられる・それが果して績學上古生鵬代の魏鞠
を暗示したものであると断ずるわけにはV・かぬ．難易の易の字は元來はトヵヶ
易（蜥蜴）であるのだが，その易の姿は給のやうに古くは描かれてみる・でもと
は々メリオンの如き動物であって・色のよく浄化する所からとられてるるので
ある．易は攣易なりとも云はれてるる．古くから叉的弓で立派に通ってみる
所がこの龍の方は爬轟類で相當高い所にも登るのである・廣東廣西爾省にまみ
ると樹上に禁登する爬轟類が今日實在してみる．廣東人は之をテンルン天龍と
稻してみる．
　自分は廣東の市場で求めて來たと云ふ天龍を市中で見た．幾匹か長翻騙蟻
軒の主人から見せてもらった．箱の中からとり出して尾の所を摘んでぶらさげ
る．すると’首を上の方へ持ちあげて來て舌をペロペロ出して尽る・身長は4尺
4，5寸，そして，それに退歩した足が4つ付いてみた・全期の姿は蛇そっくりな
のである．唯4肢を有する所が違ふのみであるが，トカゲ（蜥蜴）ではない．廣
西の梨州の郊外にまみるとこの天龍は，栴樹の森の樹枝にも棲息してみると云
ってみた．親しく自分の見たものは薄黄色を呈してみたと記憶する．これが果
して二代又はそれ以前からの龍そのものに一致してみるかどうかは朱、論1なる
も，探って以って参考とするに足りしものであると思ふ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「支那馴化に見る龍」より）
